
北海道の冬季の寒さに配慮した
学校の換気方法

新型コロナウイルス感染症のリスク要因の一つである「換気
の悪い密閉空間」の改善には、換気方法の工夫が重要です。

換気方法の選択の流れ

文部科学省：学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管
理マニュアル ～「学校の新しい生活様式」～（2020.9.3 Ver.4）では、
次のように示されています。

換気は、気候上可能な限り常時、困難な場合はこまめに（30分に1回
以上、数分間程度、窓を全開する）、2方向の窓を同時に開けて行うよ
うにします。

効果的な換気のためには、常時換気を行うことが望ましいこと
から（4頁【参考】を参照）、冬季の寒さ感を緩和しつつ「可能
な限り常時」換気するための方法を提案します。
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教室に換気設備があるか

• 熱交換型換気設備

• 換気機能を持つ空調
（暖房）設備

• 壁付け換気扇

• 天井埋込形排気装置

壁付け換気扇 天井埋込形 熱交換型

ある ない

エアコンには換気機能が
ありません。
換気設備の有無と種類で
選択してください。

ある①

常時運転してください
（特別な工夫は必要ありま
せんが、フィルター等の清
掃は必須です）

ある②

ない

B.換気扇がない場合

3頁を見てください

A.換気扇がある場合

2頁を見てください

※感染を予防できる換気の基準は明らかとなっていないため、学校環境衛生基準
等に示されている換気の基準と温度を維持する方法の１つとして提案します。



使用する教室 空き教室等

らん間 窓 らん間

[引違い] 1か所全開 または 2か所各半開
[上開き]  2枚全開

学校全体の合計で
使用する教室数×幅10cm

全開

教室の換気装置を運転する場合の窓・らん間を開ける目安

A. 換気扇がある場合

⚫ 使用する教室は、換気扇を常時運転し、排気します。

⚫ 必要な給気は、空き教室または授業を行っていない特別教室等（以下、空き教室
等）から取ります。使用する教室の廊下側のらん間と、空き教室等の窓と廊下側の
らん間を開けます（下表参照）。

⚫ 給気を暖めるために、空き教室等を暖房します。

⚫ 給気のための空き教室等の窓開けは、寒くならないように、複数の空き教室等で行
うことが望ましいです。

⚫ 寒さを感じる場合には、空き教室等の暖房を強めましょう。使用する教室等も寒い
場合は暖房を強めましょう。

換気扇で常時排気＋空き教室等を利用し外気を暖め給気

防虫網やフィルターの清掃が

• 換気設備に防虫網やフィルターがついている場合、清掃が必須です。清掃を行わ
ないと、十分な換気がされません。
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給気：取入れる外気

使用する教室
排気 排気 排気

給気給気

暖房で外気を加温

使用教室

空き教室等

使用教室 使用教室

空き教室等

廊下側らん間を開ける

換気扇を運転し排気

窓を部分的に開け給気（数カ所）

廊下側らん間を全開する

清掃前 清掃後

壁付け換気扇の例

防虫網



B. 換気扇がない場合

必要換気量
[m3/h]

窓（網戸付） 戸
らん間

3階建て以上の1階 左以外の階 3階建て以上の1階 左以外の階

400 15cm 30cm 閉 20cm 全開

600 20cm 40cm 閉 35cm 全開

800 30cm 55cm 20cm 65cm 全開

1,200 40cm 80cm 35cm 100cm 全開

各教室等の窓と戸・らん間の開け幅の目安

⚫ 必要換気量を確保するためには、2方向の窓を開けることが有効
です。

⚫ 使用する教室と方向が異なる教室等（特別教室等）の窓と廊下側
の戸・らん間を常時開けます。開け幅は下表を参照してください。

⚫ 教室が寒い場合は暖房を強めましょう。

⚫ 強風のときには換気量が増えるので、開け幅を小さくできます。
ただし、完全に閉じると換気不足になりますので、最低でも下表
の目安の1/4程度は開けましょう。

開け幅を適切に調整しながら常時２方向の窓を開け、
寒くなりにくい工夫をする
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必要換気量

• 学校環境衛生基準（1棟あたり延べ面積が8,000m2未満の校舎）に基づく換気量は、以下の1
人当たり換気量×教室の使用人数

幼稚園児･小学生（低学年） 10 m3/h/人

小学生（高学年）･中学生 15 m3/h/人

高校生・成人（教師） 20 m3/h/人

例）中学生30人教室 15 m3/h/人 × 30人＋ 20 m3/h/人（教師1）＝470 m3/h

窓を開ける

廊下側の戸･らん間を開ける

特別教室等

流入･流出

流入･流出

使用教室 使用教室 使用教室

使用する教室 特別教室など

窓を開ける

廊下側の戸･らん間を開ける

L字形の片廊下型
校舎の場合

流入･流出

流
入
･
流
出



教室の窓を開ける際の工夫

• 外からの気流が直接人に当たらないように、また、流入する外気を暖
房機で暖められるように、衝立などすると良いでしょう。

FF式暖房機

らん間・戸開

対角

窓開け

衝立

暖房で外気を
加温

■FF式暖房機1台のとき ■温水･蒸気暖房のとき

暖房機の近くの窓を開けます。ただし、排煙が
室内に入らないように、排気筒の上は避けます。

放熱器の上の窓を、分散
して開けます。（例えば、
開け幅40cmであれば、
10cm×4か所、など。）

4

FF式暖房機

30~45cm

30~40cm

衝立の
高さ120cm程度
(座位の頭上）

衝立

窓開け

衝立

窓開け FF式暖房機

B. 換気扇がない場合

例）スチレンボード5mm厚を
テープで椅子に固定

1
2
0
c
m
程
度

窓開け
放熱
器

放熱器

らん間・戸開

衝立
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4
・旭川市内の中学校で測定
・測定時期 2020年10月上旬
・2階の隣り合う教室で比較
・二酸化炭素発生量480L/h

・換気は、間欠換気より、換気扇の常時運転や2方向の窓を常時開けることが有効です。

【参考】換気の基本は常時換気です
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経過時間[時間：分]

窓の幅40cmを常時開

外気

1時間のうち10分間窓開

換気扇を常時運転

• ２方向の教室の窓がない片廊下型の場合でも、教室と廊下を可能な限り常時（3頁
表の目安を参照）、困難な場合はこまめに窓を開けてください。
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